
１ 福島県の環境教育を取り巻く動向

２ 環境教育等の推進に当たっての考え方

３ 環境教育等を推進するための施策

・取組状況を公表
・環境審議会へ報告４ 環境教育等の取組状況の点検等

○ 除染の進捗や福島県環境創造センターの全面開所など、県土の
環境回復に向けた取組は着実に進展。
○ 汚染廃棄物の処理促進など、引き続き環境回復の推進に最優先
で取り組むことが必要。
○ 循環型社会の形成、低炭素社会への転換、自然共生社会の形成
など、持続可能な社会の実現が重要。
○ 自ら連携・協働して環境保全・回復活動に取り組むための環境
教育等の推進が必要。

○ 環境教育により環境保全・回復の意欲を増進。
○ それぞれの主体が相互に連携・協働した取組の推進。
○ あらゆる主体による環境保全・回復活動の取組を促進。
福島県における環境教育等のイメージ

【適切な役割分担】
・家庭、学校、地域、
民間団体、事業者、行
政のそれぞれの主体に
おいて効果的な活動が
行われるよう支援。

【参加と協働】

・自発的活動を支援、
交流や情報発信を進め、
連携・協働による活動
を促進。

【取組の継続性】

・人材確保、育成・交
流等を通じた継続的・
発展的な取組を支援。

○環境情報等を内容・方法を工夫しながら提供
○ごみの減量化や省エネルギーの取組促進 など

家庭における環境教育等

○みんなでエコチャレンジ参加世帯数
○クールシェアスポット登録数（ウォーム
シェアスポットを含む）（累計） など

指 標

○「福島議定書」事業（学校版）の実施
○環境保全・回復活動への参加促進 など

学校における環境教育等

○「福島議定書」事業（学校版）参加団体
数
○せせらぎスクール参加団体数、延べ参加
者数 など

指 標

○環境アドバイザー等の専門家派遣
○猪苗代湖・裏磐梯湖沼群のボランティア清掃

など

地域における環境教育等

○環境アドバイザー等派遣事業受講者数
（累計）
○猪苗代湖における水草回収等ボランティ
ア参加者数 など

指 標

○職場に出向いた環境に関する講座を実施
○「福島議定書」事業（事業所版）推進 など

職場における環境教育等

○食べ残しゼロ協力店・事業所数（累
計）
○「福島議定書」事業（事業所版）参加
団体数 など

指 標

○地球にやさしい“ふくしま”県民会議
○ふくしま環境活動支援ネットワークの活用

など

各主体間の連携・協働

○地球温暖化対策実行計画（区域施策
編）を策定済の市町村数（累計）

など

指 標

○コミュタン福島での子どもたちの学習活動の
充実、アクアマリンふくしまや東日本大震災・
原子力災害伝承館の活用 など

環境創造センター等を活用した環境教育等

○福島県環境創造センター交流棟「コ
ミュタン福島」利用者数
○アクアマリンふくしま入館者数 など

指 標

福島県環境教育等行動計画【第２次】の概要

・環境教育促進法に基づく県の計画として、平成２６年３月に策定
・計画期間：令和４年度～令和１２年度まで


